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１．調査目的 
 原子力発電施設等の放射線業務従事者を対象とした放射線疫学調査は、低線量域の放射

線が人体に与える健康影響（主に悪性新生物）について科学的知見を得るために実施され

ている。しかしながら、悪性新生物に関連する要因としては、放射線以外にも喫煙、飲酒

等の生活習慣、有害物質への曝露等が知られている。また、医療分野において広く利用さ

れている放射線診断や放射線治療も要因となり得る。このような要因は、放射線業務によ

る被ばくと悪性新生物との関連を調査する場合には交絡因子（注）となる可能性が考えら

れる。 
 1990 年度（平成 2 年度）～1994 年度（平成 6 年度）に実施された放射線疫学調査（第
Ⅰ期調査）の報告書によれば「本調査の信頼性を一層向上させるためには、……（中 略）

……喫煙等の生活習慣や医療被ばく等の要因の影響を検討すること…（以下略）」が必要で

あるとしている。 
 このような背景を踏まえ、（財）放射線影響協会は科学技術庁の委託を受けて、原子力発

電施設等の放射線業務従事者を対象に、「生活習慣等についてのアンケート調査」を行い、

累積線量群別、年齢階層別に喫煙や飲酒等の生活習慣の集団特性を把握することを目的と

した交絡因子調査を実施した。 
（注）調査対象とする疾患（この場合は悪性新生物）に、調査対象とする曝露要因（この場合は

放射線被ばく）以外の関連要因（例えば喫煙）が存在し、それが当の曝露要因（放射線被

ばく）と関連している場合に、関連要因のことを交絡因子という。 
 
２．調査方法 
（１）調査実施者 
 生活習慣等についてのアンケート調査は、統計報告調整法（昭和 27年法律第 148号）に
基づく承認統計として、総務庁の承認を得て、科学技術庁が（財）放射線影響協会に委託

して実施した。（財）放射線影響協会はアンケート調査の設計、実施、結果の集計等の業務

を実施した。 
 

（２）調査実施時期 
 1997年（平成 9年）10月～1999年（平成 11年）3月の間の各原子力発電施設等毎に定
めた 6ケ月間に、アンケート票を配布、回収した。 
 
（３）調査対象 
 各原子力発電施設等において調査実施時期に、（財）放射線影響協会放射線従事者中央登

録センター（以下「中央登録センター」という）に登録されている者で現に従事している

者を対象とした。 
なお、複数の原子力事業所において調査の対象となる者については、いずれか一つの原
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子力発電施設等において回答することを原則とした。 
 
（４）調査の実施 
 当協会がアンケート票の配布、回収等の業務を依頼した調査統括会社が、原子力事業者

等を経由して調査対象者にアンケート票を配布することにより実施した。 
各原子力発電施設等において斉一な調査が行われる必要があるため、各調査統括会社に

対して説明会を開催し、生活習慣アンケート調査実施要領書をもとに調査要領の徹底を図

った。また、各原子力発電施設等においても関係事業者に対し説明会を開催し、調査要領

等の周知徹底を図り、原子力発電施設等の間に調査方法の差異が生じないように努めた。 
  
 １）アンケート票の配布経路（実線矢印） 

 （財）放射線影響協会（放射線疫学調査センター） 
      
   
  各調査統括会社（各原子力発電施設等において、アンケート票の配布、回収  

の取りまとめ等の業務を依頼した事業者） 
   
  各原子力施設の放射線業務に係る事業者 
  
     
    調査対象者 

 
２）アンケート票の回収経路（点線矢印） 

  記入した調査票は調査対象者によって個々に返信用封筒に封入された後、調査対象者

の選択により、配布の逆ルートを経由して回収されるか、もしくは調査対象者より放射線

疫学調査センターに直接郵送された。 
 

（５）調査事項 
 １）調査項目 
   調査項目および選定理由は下記のとおりである。 
    ・生活習慣（喫煙、飲酒、お茶等の摂取） 
    ・特定の業務歴（アスベスト（石綿）を取扱う業務、粉じん作業等） 

・医療被ばく歴 
  生活習慣に係る項目としては、悪性新生物の発病に影響を及ぼすと一般に考えられ

ている喫煙、飲酒およびお茶等の摂取について調査した。食生活も重要な要因ではある

が、簡易なアンケート調査では有効な情報が得にくいと判断し、今回の調査には含めな
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かった。 
   一部の化学物質等は悪性新生物を誘発すると考えられているので、過去の業務歴  

についても就業状況等を把握することとした。また、放射線業務による被ばくと悪性新

生物との関連を検討する際、医療被ばくにより受けた線量が無視できないことも考えら

れるので、医療被ばくの状況についても調査した。 
     
２）調査票 
 放射線疫学調査 生活習慣についてのアンケート票（資料編（１）を参照） 
 

（６） 調査票の記入 
  調査対象者の自記式、記名式（氏名、生年月日、放射線従事者中央登録番号、記入年

月日）によった。 
 
（７） 調査への協力依頼 
  交絡因子調査について調査対象者の理解と協力を得るため、配布した調査票には科学

技術庁名の協力依頼の書面および調査内容を説明したリーフレットを添付して、調査の

趣旨、調査内容を理解して頂くとともに、回答は決して強制的なものではないが、でき

るだけ協力して頂くよう要請した。また、調査対象者が直接（財）放射線影響協会放射

線疫学調査センターに問い合わせることができるようにフリーダイヤル電話を設置し、

問い合わせに対応した。 
 
３．調査対象者 
アンケート調査票の配布、回答および回収の集計結果は次のとおりであった。 
 
① 交絡因子調査対象者総数 ………………………………58,722人  
② 調査票配布数（重複は含まない） ……………………55,271人  
③ 回収した調査票数        ………………………………50,526票  
④ 重複提出を含む有効調査票数……………………………50,231票 
うち重複回答票数   1,166票（2～4票回答した者有り）  

⑤ 交絡因子調査対象者有効回答数 ………………………49,065人  
 
上記の調査集計からアンケート調査の調査状況を定義して示すと次のとおりである。 
・調査票配布率 94.1% [②調査票配布数／①交絡因子調査対象者総数] 
・回収率    83.6%  [⑤有効回答数／①交絡因子調査対象者総数] 
・回答率    88.8%  [⑤有効回答数／②調査票配布数] 
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４．調査結果 
４．１  線量記録との対応結果 
 交絡因子調査対象者総数 58,722 人、並びに有効回答数 49,065 人について、個人の線量
記録を対応させた結果は以下のとおりであった。 

 
  

 線量記録がある者 
 
 線量記録がない者 

 
交絡因子 
 調査対象者総数 
 （58,722人） 

 
 58,256人 (99.2%)注 1 
  (男性；57,744人）       
  (女性；   512人） 
    

 
  466人 (0.8%)注１ 

  
有効回答数 
 (49,065人) 

      
 48,709人    (99.3%)注２ 
  (男性；48,281人） 
  (女性；   428人） 
 

      
  356人    (0.7%)注２ 

       注１：調査対象者総数（58,722人）に対する割合を示す。 
    注２：有効回答数(49,065人)に対する割合を示す。 
 

 調査対象者のうち個人の線量記録がある有効回答数の割合は、約 83.6%（48,709／
58,256）であった。 

 
 有効回答数のうち線量記録がある者の性別、累積線量群別の人数を表 4.1－1に示す。ま
た、性別、年齢階級別の人数を表 4.1－2に示す。 
 累積線量群別に男性の回答者率割合をみると、10mSv 未満の群では調査対象者の約
81.8%から回答を得、10mSv以上の群では約 86.0～約 88.5％の回答を得た。また、年齢階
級別にみると、30歳未満では約 81.7％であったが、30歳以上では約 84.1～約 84.8％の回
答が得られた。 
 なお、男性の回答者の年齢は 18歳～80歳未満の範囲内にあり、累積線量群別の年齢分布
を図 4.1-1に示す。 

 



表４．１－１　　交絡因子調査対象者、回答者の累積線量分布

（１）男女合計

累積線量群 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
(mSv) (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<10 38,467 ( 66.0) 31,467 ( 64.6) 81.8
10- 5,882 ( 10.1) 5,061 ( 10.4) 86.0
20- 7,088 ( 12.2) 6,182 ( 12.7) 87.2
50- 3,968 (   6.8) 3,475 (   7.1) 87.6
100+ 2,851 (   4.9) 2,524 (   5.2) 88.5

合計/平均 58,256 (100.0) 48,709 (100.0) 83.6

（２）男性

累積線量群 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
(mSv) (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<10 37,956 ( 65.7) 31,040 ( 64.3) 81.8
10- 5,881 ( 10.2) 5,060 ( 10.5) 86.0
20- 7,088 ( 12.3) 6,182 ( 12.8) 87.2
50- 3,968 (   6.9) 3,475 (   7.2) 87.6
100+ 2,851 (   4.9) 2,524 (   5.2) 88.5

合計/平均 57,744 (100.0) 48,281 (100.0) 83.6

（３）女性

累積線量群 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
(mSv) (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<10 511 ( 99.8) 427 ( 99.8) 83.6
10- 1 (  0.2 ) 1 (   0.2) 100.0
20- 0 (   -  ) 0 (   -  ) -
50- 0 (   -  ) 0 (   -  ) -
100+ 0 (   -  ) 0 (   -  ) -

合計/平均 512 (100.0) 428 (100.0) 83.6

注１；上記の調査対象者数、回答者数は線量記録がある者を示す。
注２；累積線量は1999年（平成11年）3月末までの積算値である。
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表４．１－２　　交絡因子調査対象者、回答者の年齢階級分布

（１）男女合計

年齢階級 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
（歳） (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<30 17,245 ( 29.6) 14,087 ( 28.9) 81.7
30- 15,643 ( 26.9) 13,226 ( 27.2) 84.5
40- 14,398 ( 24.7) 12,153 ( 25.0) 84.4
50- 8,912 ( 15.3) 7,497 ( 15.4) 84.1
60+ 2,058 (   3.5) 1,746 (   3.6) 84.8

合計/平均 58,256 (100.0) 48,709 (100.0) 83.6

（２）男性

年齢階級 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
（歳） (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<30 16,952 ( 29.4) 13,846 ( 28.7) 81.7
30- 15,564 ( 27.0) 13,160 ( 27.3) 84.6
40- 14,329 ( 24.8) 12,096 ( 25.1) 84.4
50- 8,862 ( 15.3) 7,451 ( 15.4) 84.1
60+ 2,037 (   3.5) 1,728 (   3.6) 84.8

合計/平均 57,744 (100.0) 48,281 (100.0) 83.6

（３）女性

年齢階級 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率
（歳） (A) (%) (B) (%) B/A  (%)
<30 293 ( 57.2) 241 ( 56.3) 82.3
30- 79 ( 15.4) 66 ( 15.4) 83.5
40- 69 ( 13.5) 57 ( 13.3) 82.6
50- 50 (   9.8) 46 ( 10.7) 92.0
60+ 21 (   4.1) 18 (   4.2) 85.7

合計/平均 512 (100.0) 428 (100.0) 83.6

注１；上記の調査対象者数、回答者数は線量記録がある者を示す。
注２；年齢は1998年（平成10年）4月1日現在とした。
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４．２ 集計結果 
 線量記録がある男女から合計 48,709人の回答が得られたが、ここではこのうちの男性回
答者（48,281人）について集計した結果を記述する。 
 なお、女性は累積線量群別の解析ができなかったので、本報告書には記述しなかった。 
 
 喫煙に関する集計結果を表 4.2－1、図 4.2－1に、飲酒に関する集計結果を表 4.2－2、図
4.2－2 に示す。また、お茶等の摂取、特定の業務歴、および医療被ばく歴の集計結果をそ
れぞれ表 4.2－3、4、5に示す。 
 回答者の累積線量により<10,10-,20-,50-,100+(mSv)の 5 群に分けて回答数を集計し、各
累積線量群を 100%とした割合を求めた。 
 集計に当たり、累積線量は中央登録センター登録された個人毎の年度線量（実効線量当

量）を用い、放射線業務への従事開始年度から 1999 年（平成 11 年）3 月末までの年度線
量を積算した。回答者の年齢は 1998年（平成 10年）4月 1日現在とした。 
 また、アンケートに回答されていない場合、あるいは回答が不完全な場合もみられたの

で、集計上の取扱い方法等を資料編（２）に示す。 
     
 男性回答者集団の集計結果から得られた特徴について以下に記す。なお、累積線量との

関連については「4.3 累積線量との関連」に後述する。 
（１）喫煙 
  現在喫煙者の割合は約 61%であり、年齢階級別にみると 30 歳未満が約 66%と最も高
く、年齢が増すにつれて現在喫煙者の割合は低下し、50歳代では約 53%、60歳代以上で
は約 45％であった。 
  現在喫煙者の喫煙本数は、「20-29本／日」が約 50%、次いで「30-39本／日」、「10-19
本／日」の順で多かった。 
   
（２）飲酒 
   現在飲酒者の割合は約 76%であり、年齢階級別にみると 30歳未満が約 73%、30歳代
では約 80%、50歳代では約 75%、60歳代以上では約 66％であった。 
  飲酒者（過去飲酒者も含む）についてお酒の種類別にみると、「ビール」を飲むと回答

した者が約 86％、「日本酒」が約 47％、「焼酎」が約 43％であった。 
   
（３）お茶等の摂取 
  日本茶を飲むと回答した者の割合は約 82%であり、そのうち「1～2杯／日」の者が約

33%、「3～4杯／日」の者が約 18%であった。 
  紅茶を飲むと回答した者の割合は約30%であり、そのうち「1～3杯／週」の者が約20%、
「1～2杯／日」の者と「4～6杯／週」の者が各々4～5％であった。 
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  コーヒーを飲むと回答した者の割合は約 83％であり、「1～2杯／日」の者が約 35%、
「3～4杯／日」の者が約 20%であった。 
  ウーロン茶を飲むと回答した者の割合は約 51％であり、「1～3杯／週」の者が約 25%、
「1～2杯／日」の者が約 11％であった。 

 
（４）特定の業務歴 
  特殊健康診断を受診したことがあると回答した者の割合は約 11％であった。過去に就
業したことのある有害業務では、「有機溶剤を扱う作業」が約 6%、次いで「粉じん作業」、
「アスベスト（石綿）を取扱う作業」の順で多かった。 

 
（５）医療被ばく 
  職場の健康診断で「胃のレントゲン検査」を受けたことがあると回答した者は約 33％
であった。40歳以上では約 48.9％の者は受けたことがあると回答している。 
  職場の健康診断以外に「病院等へ受診歴」があると回答した者は約 36%であり、その
際に「レントゲン検査や核医学検査」を受けたと回答した者は約 25％であった。また、
部位別にみると、「胃や腸」の検査を受けた者が約 13％、「胸部や腹部」の CT 検査を受
けた者が約 6%であった。 
  「放射線治療」を受けたと回答した者は約 1.5%であった。 
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４．３ 累積線量との関連 
４．３．１ 解析方法 
 前節で分類した累積線量群を用いて、喫煙や飲酒等の各調査項目に関して、その保有率

（例えば喫煙者の割合）が累積線量が多いほど高くなるか、あるいは低くなるかという傾

向性の有無について解析を行った。解析を容易にするために、保有率については、すべて

の項目に関して、解答を２値に分類した。すなわち、例えば喫煙率に関しては現在喫煙者

と過去喫煙者をまとめた「喫煙者」と、「非喫煙者」の２分類を行った。 
また前節で見たたように、大抵の項目に関して、その保有率が年齢層によって違ってお

り、かつ各線量群の年齢分布も異なっているので、年齢層に分けて解析する必要がある。 
 ここでは、５群の累積線量群<10、10-、20-、50-、100+(mSv)に対して、１、２、３、
４、５のスコアを与え、また年齢階級も<30、30-、40-、50-、60+（歳）の５群に分けて、
それぞれに１、２、３、４、５のスコアを与えた。 
もしある項目に関する保有率と線量群スコアとの関係（スコアに対する保有率の回帰係

数）が年齢階級間で有意に異ならない場合、線量群スコアと年齢との間に交互作用が無い

と言う。この場合には、保有率の線量群に対する傾向性の検定は年齢階級で層別化して、

全年齢階級にわたる全体としての検定を行うことが出来る。しかし、もし交互作用がある

場合、すなわち年齢階級によって傾向性が異なる場合（例えば、仮に若年齢層では累積線

量が多いほど喫煙率が高かったが、高年齢層では累積線量が多いほど喫煙率が低くなった

と言うような場合）には、全年齢階級をまとめた検定は行うべきではないとされているの

で、各年齢階級毎に傾向性の検定を行うこととした。 
そこで、傾向性の検定を行う前に、まず交互作用の検定を行った。 

(1) 交互作用の検討 
 累積線量群スコアと年齢階級スコアとの交互作用の有無の検定のために、下記のロジス

ティック回帰モデルによる分析を行った。 
    ln(p/(1-p)) = β0 ＋β1X1 ＋β2X2 ＋β1,2X1X2   
               ln( )：自然対数変換 
        p ：要因の保有率 
        X1 ：累積線量スコア   X2：年齢階級スコア 
        X1X2：累積線量スコアと年齢階級スコアの交互作用 
        β ：回帰係数 
 β1,2 の値が有意水準５％未満で有意であれば（０でなければ）、「累積線量と年齢階級と

の交互作用は存在する」と判定される。計算には、統計解析用ソフト SAS（（株）サスイン
スティチュートジャパン）の CATMODを用いた。 
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(2) 累積線量との関係（傾向性の検定） 
 要因保有率が累積線量が多い群ほど高くなるか低くなるかの傾向性を検定するために、

統計解析用ソフト SAS の FREQ プロシジャにより、上記の累積線量群スコアを用いて
Cochran-Mantel-Haenszel 統計量を算出した。年齢階級については、上記の検定で交互作
用の無い場合には、層化して年齢調整した傾向性検定を行い、もし交互作用がある場合に

は、各年齢階級毎に傾向性検定を行った。両側検定で p 値が５％未満であれば有意な傾向
性が有ると判定した。 
 
４．３．２ 解析結果 
 喫煙、飲酒、お茶等の摂取、特定業務歴および医療被ばく歴について累積線量との関連

に関する解析結果をそれぞれ表 4.3－1～表 4.3－5に示す。 
 
（１）喫煙 

  
累積線量との関連 

１）喫煙者の割合 
  （喫煙率） 

各年齢階級において、累積線量が多い群ほど、喫煙者の
割合は多かった。 
 

２）喫煙開始年齢 累積線量が多い群ほど、喫煙開始年齢が「20歳未満」の
者の割合は多かった。 
 

3）一日あたりの 
    喫煙本数 

各年齢階級において、累積線量が多い群ほど、喫煙本数
が多い者の割合は多かった。 
 

4）総喫煙量 
（Pack･Year）注） 

 

各年齢階級において、累積線量が多い群ほど、総喫煙量
が多い者の割合は多かった。 
 

  注）Pack･Year とは、１日当たりの喫煙本数を箱数に換算して、喫煙経験年数を乗じ
た値である。換算は喫煙本数 20本を１箱とした。 

 
（２）飲酒 

    
累積線量との関連 

１）飲酒者の割合 
  （飲酒率） 

累積線量と飲酒者の割合との関連は有意ではなかった。 
 

２）飲酒開始年齢 累積線量が多い群ほど、飲酒開始年齢が「20歳未満」の
者の割合は多かった。 
 

３）アルコール摂取量 
（ｇ／日、エタノール
換算値） 

  

60 歳未満の各年齢階級において、累積線量が多い群ほ
ど、アルコール摂取量が多い者の割合は多かった。 
60歳以上では累積線量との関連は有意ではなかった。 
 



 12 

（３）お茶等の摂取 
 
 飲み物の種類 

     
累積線量との関連 

１）日本茶 30歳未満では、累積線量が多い群ほど、日本茶を飲む者
の割合は多かった。 
50歳代では、累積線量が多い群ほど、日本茶を飲む者の
割合は少なかった。 
その他の年齢階級では、累積線量との関連は有意ではな
かった。 
 

２）紅茶 累積線量が多い群ほど、紅茶を飲む者の割合は少なかっ
た。 
 

３）コーヒー 30歳未満では、累積線量が多い群ほど、コーヒーを飲む
者の割合は多かった。 
40歳以上の各年齢階級においては、累積線量が多い群ほ
ど、コーヒーを飲む者の割合は少なかった。 
30歳代では、累積線量との関連は有意ではなかった。 
 

４）ウーロン茶 ウーロン茶を飲む者の割合は、累積線量との関連は有意
ではなかった。 
 

 
（４）特定の業務歴 

      
累積線量との関連 

特殊健康診断（注） 
     受診歴 
       

累積線量が多い群ほど、特殊健康診断の受診者割合は多
かった。 
 

特定の業務歴 各年齢階級において、累積線量が多い群ほど、過去に有
害業務に従事した者の割合は多かった。 
 

   （注）有害業務に従事する者（アスベスト（石綿）を扱う業務、粉じん業務など） 
      を対象に法令により定められた「有害業務従事者の健康診断」を言う。 
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 （５）医療被ばく歴 
  

累積線量との関連 
１）胃のレントゲン 
  検査（健康診断） 

30歳以上の各年齢階級においては、累積線量が多い群ほ
ど、胃のレントゲン検査の受診者割合は少なかった。 
30歳未満では累積線量との関連は有意ではなかった。 
 

２）病院等への 
      受診歴 

30歳以上の各年齢階級においては、累積線量が多い群ほ
ど、病院等への受診者の割合は少なかった。 
30歳未満では累積線量との関連は有意ではなかった。 
 

３）レントゲン検査、 
核医学検査の受
診歴 

40歳以上の各年齢階級においては、累積線量が多い群ほ
ど、レントゲン検査、核医学検査の受診者割合は少なか
った。 
40歳未満では累積線量との関連は有意ではなかった。 
 

４）部位別検査受診 
  歴 

累積線量が多い群ほど、部位別のレントゲン検査、核医
学検査の受診者割合は少なかった。 
 

５）放射線治療歴 累積線量が多い群ほど放射線治療を受けた者の割合は多
かった。 
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５．まとめ 
  この交絡因子調査は、原子力施設等の放射線業務従事者についての生活習慣等に関す

る情報を収集し、累積線量群別、年齢階層別の交絡因子の集団特性を把握することを目的

に行われたものである。 
 

本調査の結果、集団特性の概要を下記に示す。 
        １）喫煙について 
    累積線量が多い群ほど、喫煙者の割合は多かった。また、喫煙本数（本／日）の  

多い者の割合、総喫煙量の多い者の割合についても同様な関連が認められた。 
 
  ２）飲酒について 
    累積線量と飲酒者の割合には関連は認められなかった。しかし、60 歳未満の者で

は累積線量が多い群ほど、アルコール摂取量の多い者の割合は多かった。 
    

        ３）お茶等の摂取について 
    累積線量と日本茶、コーヒーを飲む者の割合との関連は年齢階級によって異なっ

ていた。紅茶は、累積線量が多い群ほど飲む者の割合は少なかった。ウーロン茶に

は累積線量との関連は認められなかった。 
    
  ４）特定の業務歴について 
    累積線量が多い群ほど、過去に特定の業務歴（アスベスト、粉じん作業など）が  

ある者の割合は多かった。。。。 
 
  ５）医療被ばく歴について 
    30 歳以上の者では、累積線量の多い群ほど、健康診断時に胃のレントゲン検査を

受けた者の割合は少なかった。なお、放射線治療歴のある者の割合は累積線量の多

い群ほど多かった。 
 
 
 もとより、原子力施設等の従事者は長年継続して放射線業務に従事している者のみな

らず就労期間が短い従事者もいる。さらに、喫煙、飲酒等の生活習慣は年齢を重ねる過

程で変化していくことも予想される。このため、本調査の結果は調査時における放射線

業務従事者の生活習慣等の集団特性を表していることに注意する必要がある。 
 
    
 



表４．２－１　　喫煙に関する集計結果

（１）　喫煙状況

累　積　線　量　群  ( mSv )
喫煙状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

現在喫煙 18,382 3,237 4,080 2,277 1,687 29,663
59.2 64.0 66.0 65.5 66.8 61.4

過去喫煙 4,005 714 862 535 389 6,505
12.9 14.1 13.9 15.4 15.4 13.5

非喫煙 7,356 863 945 463 274 9,901
23.7 17.1 15.3 13.3 10.9 20.5

不 　明 1,297 246 295 200 174 2,212
4.2 4.9 4.8 5.8 6.9 4.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

（２）　現在喫煙者の喫煙開始時年齢

開始時年齢 累　積　線　量　群  ( mSv )
（　歳　） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 8,878 1,542 1,833 1,040 703 13,996
48.3 47.6 44.9 45.7 41.7 47.2

20-24 8,849 1,570 2,063 1,141 891 14,514
48.1 48.5 50.6 50.1 52.8 48.9

25-29 409 86 112 64 63 734
2.2 2.7 2.7 2.8 3.7 2.5

30+ 196 38 62 27 28 351
1.1 1.2 1.5 1.2 1.7 1.2

不　明 50 1 10 5 2 68
0.3 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2

合　計 18,382 3,237 4,080 2,277 1,687 29,663
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（３）　現在喫煙者の喫煙本数／日

喫煙本数 累　積　線　量　群（mSv）
（本／日） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

1- <9 456 50 54 23 23 606
2.5 1.5 1.3 1.0 1.4 2.0

10-19 3,917 595 650 346 209 5,717
21.3 18.4 15.9 15.2 12.4 19.3

20-29 9,155 1,633 2,080 1,095 786 14,749
49.8 50.4 51.0 48.1 46.6 49.7

30-39 3,281 639 868 543 400 5,731
17.8 19.7 21.3 23.8 23.7 19.3

40-49 1,196 253 335 216 200 2,200
6.5 7.8 8.2 9.5 11.9 7.4

50-59 141 28 27 18 26 240
0.8 0.9 0.7 0.8 1.5 0.8

60+ 87 13 21 12 21 154
0.5 0.4 0.5 0.5 1.2 0.5

不　明 149 26 45 24 22 266
0.8 0.8 1.1 1.1 1.3 0.9

合　計 18,382 3,237 4,080 2,277 1,687 29,663
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

16 



（４）　過去喫煙者の喫煙開始時年齢

開始時年齢 累　積　線　量　群　（mSv）
（　歳　） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 1,665 328 380 243 181 2,797
41.6 45.9 44.1 45.4 46.5 43.0

20-24 2,097 338 435 256 187 3,313
52.4 47.3 50.5 47.9 48.1 50.9

25-29 149 37 27 19 11 243
3.7 5.2 3.1 3.6 2.8 3.7

30+ 46 2 10 5 3 66
1.1 0.3 1.2 0.9 0.8 1.0

不　明 48 9 10 12 7 86
1.2 1.3 1.2 2.2 1.8 1.3

合　計 4,005 714 862 535 389 6,505
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

（５）　過去喫煙者の禁煙時年齢

禁煙時 累　積　線　量　群　（mSv）
　年齢（歳） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 43 3 5 1 1 53
1.1 0.4 0.6 0.2 0.3 0.8

20-29 1,465 265 253 148 76 2,207
36.6 37.1 29.4 27.7 19.5 33.9

30-39 1,393 270 341 190 162 2,356
34.8 37.8 39.6 35.5 41.6 36.2

40-49 744 141 196 135 103 1,319
18.6 19.7 22.7 25.2 26.5 20.3

50-59 281 30 56 46 40 453
7.0 4.2 6.5 8.6 10.3 7.0

60+ 40 1 3 9 3 56
1.0 0.1 0.3 1.7 0.8 0.9

不　明 39 4 8 6 4 61
1.0 0.6 0.9 1.1 1.0 0.9

合　計 4,005 714 862 535 389 6,505
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

17 



（６）　過去喫煙者の喫煙本数／日

喫煙本数 累　積　線　量　群　（mSv）
（本／日） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

1- <9 224 27 28 13 8 300
5.6 3.8 3.2 2.4 2.1 4.6

10-19 1,018 185 198 108 82 1,591
25.4 25.9 23.0 20.2 21.1 24.5

20-29 1,728 297 406 234 166 2,831
43.1 41.6 47.1 43.7 42.7 43.5

30-39 500 114 121 89 63 887
12.5 16.0 14.0 16.6 16.2 13.6

40-49 340 60 70 51 51 572
8.5 8.4 8.1 9.5 13.1 8.8

50-59 72 9 16 11 4 112
1.8 1.3 1.9 2.1 1.0 1.7

60+ 97 20 19 19 10 165
2.4 2.8 2.2 3.6 2.6 2.5

不　明 26 2 4 10 5 47
0.6 0.3 0.5 1.9 1.3 0.7

合　計 4,005 714 862 535 389 6,505
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（７）　総喫煙量（Pack・Year)  

喫煙量 累　積　線　量　群　（mSv）
（Pack・Year <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

 - <10 7,662 966 792 274 117 9,811
34.2 24.4 16.0 9.7 5.6 27.1

10 - <20 5,787 1,207 1,439 655 361 9,449
25.8 30.5 29.1 23.3 17.4 26.1

20 - <30 3,639 753 1,172 722 560 6,846
16.3 19.1 23.7 25.7 27.0 18.9

30 - <40 2,529 507 785 569 451 4,841
11.3 12.8 15.9 20.2 21.7 13.4

40 - <50 1,229 254 366 279 243 2,371
5.5 6.4 7.4 9.9 11.7 6.6

50+ 1,282 228 323 265 310 2,408
5.7 5.8 6.5 9.4 14.9 6.7

不　明 259 36 65 48 34 442
1.2 0.9 1.3 1.7 1.6 1.2

合　計 22,387 3,951 4,942 2,812 2,076 36,168
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：Pack・Yearは現在喫煙者、過去喫煙者の回答から次の式で求めた。
　　　Pack・Year=(一日当たりの喫煙本数）×（１ Pack／20本）×（喫煙経験年数）
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図４．２－１　「喫煙」について

（１）累積線量群別　喫煙状況 (男性：N=48,281)
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（２）記入時年齢階級別　喫煙状況 (男性：N=48,281)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

<30 30-39 40-49 50-59 60+
年齢階級

割
合
(%
)

不明
非喫煙者
過去喫煙者
現在喫煙者

66.0%
64.5%

60.4%

53.1%
44.8%

26.4%

21.8%

19.3%11.2%
4.5%

26.4%
21.2% 15.4%

17.1%
18.6%

10.1%8.0%
5.0%3.1%3.0%

 20



（３）累積線量群別　１日当たりの喫煙本数割合
（現在喫煙者　男性：N=29,663）
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（４）年齢階級別　１日当たりの喫煙本数
（現在喫煙者　男性：N=29,663）
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（６）累積線量群別　総喫煙量(Pack･year)の割合
（現在喫煙者及び過去喫煙者　男性：N=36,168）
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（７）記入時年齢階級別　総喫煙量(Pack･year)の割合
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表４．２－２　　飲酒に関する集計結果

（１）　飲酒状況

累　積　線　量　群　（mSv）
飲酒状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

現在飲酒 23,640 3,934 4,726 2,661 1,895 36,856
76.2 77.7 76.4 76.6 75.1 76.3

過去飲酒 606 113 158 94 77 1,048
2.0 2.2 2.6 2.7 3.1 2.2

非飲酒 5,509 769 980 525 354 8,137
17.7 15.2 15.9 15.1 14.0 16.9

不　明 1,285 244 318 195 198 2,240
4.1 4.8 5.1 5.6 7.8 4.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

（２）　現在飲酒者の飲酒開始時年齢

開始時年齢 累　積　線　量　群　（mSv）
（歳） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 11,350 1,849 2,145 1,123 751 17,218
48.0 47.0 45.4 42.2 39.6 46.7

20-24 10,879 1,835 2,198 1,270 904 17,086
46.0 46.6 46.5 47.7 47.7 46.4

25-29 781 136 223 145 135 1,420
3.3 3.5 4.7 5.4 7.1 3.9

30+ 500 93 136 112 101 942
2.1 2.4 2.9 4.2 5.3 2.6

不  明 130 21 24 11 4 190
0.5 0.5 0.5 0.4 0.2 0.5

合　計 23,640 3,934 4,726 2,661 1,895 36,856
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（３）　過去飲酒者の飲酒開始時年齢

開始時年齢 累　積　線　量　群　（mSv）
（歳） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 250 59 71 38 40 458
41.3 52.2 44.9 40.4 51.9 43.7

20-24 293 40 70 49 29 481
48.3 35.4 44.3 52.1 37.7 45.9

25-29 31 6 8 4 5 54
5.1 5.3 5.1 4.3 6.5 5.2

30+ 22 4 8 0 2 36
3.6 3.5 5.1 0.0 2.6 3.4

不  明 10 4 1 3 1 19
1.7 3.5 0.6 3.2 1.3 1.8

合　計 606 113 158 94 77 1,048
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

（４）　過去飲酒者の禁酒時年齢

禁酒時年齢 累　積　線　量　群　（mSv）
（歳） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

11- <20 12 2 1 1 0 16
2.0 1.8 0.6 1.1 0.0 1.5

20-29 177 27 39 19 15 277
29.2 23.9 24.7 20.2 19.5 26.4

30-39 140 30 33 29 25 257
23.1 26.5 20.9 30.9 32.5 24.5

40-49 133 29 43 22 19 246
21.9 25.7 27.2 23.4 24.7 23.5

50-59 89 16 29 17 12 163
14.7 14.2 18.4 18.1 15.6 15.6

60+ 17 0 4 1 1 23
2.8 0.0 2.5 1.1 1.3 2.2

不　明 38 9 9 5 5 66
6.3 8.0 5.7 5.3 6.5 6.3

合　計 606 113 158 94 77 1048
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（５）　日本酒を飲む回数、及び１回あたりの飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
回　数 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ほとんど
　　飲まない 12,372 2,039 2,469 1,367 985 19,232

51.0 50.4 50.6 49.6 49.9 50.7

１～３日／月 6,807 1,031 1,213 587 401 10,039
28.1 25.5 24.8 21.3 20.3 26.5

１～３日／週 2,397 444 493 273 181 3,788
9.9 11.0 10.1 9.9 9.2 10.0

４～６日／週 954 168 240 157 93 1,612
3.9 4.2 4.9 5.7 4.7 4.3

毎　日 1,169 257 322 262 231 2,241
4.8 6.4 6.6 9.5 11.7 5.9

不　明 547 108 147 109 81 992
2.3 2.7 3.0 4.0 4.1 2.6

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。

１回あたりの 累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

１合以下 6,590 979 1,097 531 360 9,557
27.2 24.2 22.5 19.3 18.3 25.2

２～４合 6,729 1,209 1,441 812 591 10,782
27.8 29.9 29.5 29.5 30.0 28.4

５合以上 212 33 43 25 12 325
0.9 0.8 0.9 0.9 0.6 0.9

不　明 10,715 1,826 2,303 1,387 1,009 17,240
44.2 45.1 47.2 50.3 51.2 45.5

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。
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（６）　ビールを飲む回数、及び１回あたりの飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
回　数 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ほとんど
　　飲まない 2,743 481 701 484 395 4,804

11.3 11.9 14.4 17.6 20.0 12.7

１～３日／月 5,799 795 932 463 288 8,277
23.9 19.6 19.1 16.8 14.6 21.8

１～３日／週 7,092 1,082 1,158 572 374 10,278
29.3 26.7 23.7 20.8 19.0 27.1

４～６日／週 3,858 696 867 438 277 6,136
15.9 17.2 17.8 15.9 14.0 16.2

毎　日 4,484 941 1,152 736 588 7,901
18.5 23.3 23.6 26.7 29.8 20.8

不　明 270 52 74 62 50 508
1.1 1.3 1.5 2.3 2.5 1.3

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。

１回あたりの 累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
大びん
１本以下 13,766 2,350 2,788 1,552 1,136 21,592

56.8 58.1 57.1 56.3 57.6 57.0
大びん
２～４本 6,141 972 1,091 524 325 9,053

25.3 24.0 22.3 19.0 16.5 23.9
大びん
５本以上 172 24 21 11 5 233

0.7 0.6 0.4 0.4 0.3 0.6

不　明 4,167 701 984 668 506 7,026
17.2 17.3 20.1 24.2 25.7 18.5

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。
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（７）　洋酒を飲む回数、及び１回あたりの飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
回　数 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ほとんど
　　飲まない 13,720 2,227 2,725 1,517 1,098 21,287

56.6 55.0 55.8 55.1 55.7 56.2

１～３日／月 6,705 1,131 1,255 689 425 10,205
27.7 27.9 25.7 25.0 21.6 26.9

１～３日／週 2,072 367 438 241 199 3,317
8.5 9.1 9.0 8.7 10.1 8.8

４～６日／週 546 85 144 76 57 908
2.3 2.1 2.9 2.8 2.9 2.4

毎　日 552 111 150 99 97 1,009
2.3 2.7 3.1 3.6 4.9 2.7

不　明 651 126 172 133 96 1,178
2.7 3.1 3.5 4.8 4.9 3.1

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。

１回あたりの 累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
ｼﾝｸﾞﾙ
１杯以下 3,637 531 603 277 160 5,208

15.0 13.1 12.3 10.1 8.1 13.7
ｼﾝｸﾞﾙ
２～４杯 6,378 1,078 1,312 676 526 9,970

26.3 26.6 26.9 24.5 26.7 26.3
ｼﾝｸﾞﾙ
５杯以上 1,458 275 310 188 113 2,344

6.0 6.8 6.3 6.8 5.7 6.2

不　明 12,773 2,163 2,659 1,614 1,173 20,382
52.7 53.4 54.4 58.6 59.5 53.8

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。
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（８）　ワインを飲む回数、及び１回あたりの飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
回　数 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ほとんど
　　飲まない 17,769 3,058 3,797 2,161 1,543 28,328

73.3 75.6 77.7 78.4 78.2 74.7

１～３日／月 4,585 652 694 336 240 6,507
18.9 16.1 14.2 12.2 12.2 17.2

１～３日／週 948 158 147 76 45 1,374
3.9 3.9 3.0 2.8 2.3 3.6

４～６日／週 145 15 33 15 6 214
0.6 0.4 0.7 0.5 0.3 0.6

毎　日 95 25 26 16 21 183
0.4 0.6 0.5 0.6 1.1 0.5

不　明 704 139 187 151 117 1,298
2.9 3.4 3.8 5.5 5.9 3.4

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。

１回あたりの 累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
グラス
１杯以下 4,053 596 682 290 182 5,803

16.7 14.7 14.0 10.5 9.2 15.3
グラス
２～４杯 4,096 617 643 320 225 5,901

16.9 15.2 13.2 11.6 11.4 15.6
グラス
５杯以上 558 88 91 41 25 803

2.3 2.2 1.9 1.5 1.3 2.1

不　明 15,539 2,746 3,468 2,104 1,540 25,397
64.1 67.9 71.0 76.4 78.1 67.0

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。
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（９）　焼酎を飲む回数、及び１回あたりの飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
回　数 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ほとんど
　　飲まない 13,535 2,076 2,441 1,385 983 20,420

55.8 51.3 50.0 50.3 49.8 53.9

１～３日／月 4,921 785 819 432 281 7,238
20.3 19.4 16.8 15.7 14.2 19.1

１～３日／週 2,568 468 592 281 199 4,108
10.6 11.6 12.1 10.2 10.1 10.8

４～６日／週 1,200 240 347 215 146 2,148
4.9 5.9 7.1 7.8 7.4 5.7

毎　日 1,450 367 519 328 290 2,954
6.0 9.1 10.6 11.9 14.7 7.8

不　明 572 111 166 114 73 1,036
2.4 2.7 3.4 4.1 3.7 2.7

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。

１回あたりの 累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
コップ
１杯以下 4,234 664 755 360 244 6,257

17.5 16.4 15.5 13.1 12.4 16.5
コップ
２～４杯 6,830 1,233 1,544 832 623 11,062

28.2 30.5 31.6 30.2 31.6 29.2
コップ
５杯以上 895 152 196 89 46 1,378

3.7 3.8 4.0 3.2 2.3 3.6

不　明 12,287 1,998 2,389 1,474 1,059 19,207
50.7 49.4 48.9 53.5 53.7 50.7

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：表中の男性の回答者数は現在飲酒者および過去飲酒者の合計値である。
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(１０)  １日平均のアルコール摂取量

摂取量 累　積　線　量　群
（ｇ/日） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

<23 13,420 1,998 2,293 1,207 821 19,739
55.3 49.4 46.9 43.8 41.6 52.1

23- 4,089 765 941 495 412 6,702
16.9 18.9 19.3 18.0 20.9 17.7

46- 2,184 414 522 321 214 3,655
9.0 10.2 10.7 11.7 10.9 9.6

69- 2,530 546 709 466 343 4,594
10.4 13.5 14.5 16.9 17.4 12.1

不　明 2,023 324 419 266 182 3,214
8.3 8.0 8.6 9.7 9.2 8.5

合　計 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：アルコール摂取量は現在飲酒者、過去飲酒者の回答から次の式で求めた。
      酒別摂取量＝（年間の飲酒回数）×（飲酒量／回）×（お酒種別アルコール換算値）
      回答のあったお酒毎に年間の摂取量を求め、その合計値から1日平均アルコール
   　 摂取量を求めた。
      清酒1合に含まれるエタノール量を23ｇとして、お酒の種類別エタノール量を
      下記の様に換算した。
  　  清酒 1合=ビール大瓶 1本=洋酒シングル2杯=ワイングラス2杯=焼酎コップ2杯
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図４．２－２　「飲酒」について

（１）累積線量群別　飲酒状況 (男性：N=48,281)
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（２）記入時年齢階級別　飲酒状況 (男性：N=48,281)
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（３）累積線量群別　１日当たりのエタノール換算量割合
（現在飲酒者及び過去飲酒者　男性：N=37,904）
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（４）記入時年齢階級別　１日当たりのエタノール換算量割合
（現在飲酒者及び過去飲酒者　男性：N=37,904）
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表４．２－３　　お茶等の摂取に関する集計結果

（１）　日本茶を飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
ほとんど

　　飲まない 5,513 804 945 509 350 8,121
17.8 15.9 15.3 14.6 13.9 16.8

１～３杯／週 5,162 702 786 364 243 7,257
16.6 13.9 12.7 10.5 9.6 15.0

４～６杯／週 3,060 422 542 274 175 4,473
9.9 8.3 8.8 7.9 6.9 9.3

１～２杯／日 9,709 1,793 2,128 1,195 872 15,697
31.3 35.4 34.4 34.4 34.5 32.5

３～４杯／日 5,216 927 1,229 778 561 8,711
16.8 18.3 19.9 22.4 22.2 18.0

５杯以上／日 2,006 327 457 289 261 3,340
6.5 6.5 7.4 8.3 10.3 6.9

不　明 374 85 95 66 62 682
1.2 1.7 1.5 1.9 2.5 1.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（２）　紅茶を飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
ほとんど

　　飲まない 20,412 3,582 4,595 2,696 2,068 33,353
65.8 70.8 74.3 77.6 81.9 69.1

１～３杯／週 6,772 948 1,018 493 266 9,497
21.8 18.7 16.5 14.2 10.5 19.7

４～６杯／週 1,598 207 207 77 47 2,136
5.1 4.1 3.3 2.2 1.9 4.4

１～２杯／日 1,572 208 227 118 72 2,197
5.1 4.1 3.7 3.4 2.9 4.6

３～４杯／日 238 26 34 10 7 315
0.8 0.5 0.5 0.3 0.3 0.7

５杯以上／日 74 4 6 15 2 101
0.2 0.1 0.1 0.4 0.1 0.2

不　明 374 85 95 66 62 682
1.2 1.7 1.5 1.9 2.5 1.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（３）　コーヒーを飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
ほとんど

　　飲まない 4,605 752 943 591 489 7,380
14.8 14.9 15.3 17.0 19.4 15.3

１～３杯／週 4,180 626 709 370 265 6,150
13.5 12.4 11.5 10.6 10.5 12.7

４～６杯／週 3,341 514 579 298 234 4,966
10.8 10.2 9.4 8.6 9.3 10.3

１～２杯／日 10,889 1,820 2,215 1,267 847 17,038
35.1 36.0 35.8 36.5 33.6 35.3

３～４杯／日 6,264 1,026 1,358 723 493 9,864
20.2 20.3 22.0 20.8 19.5 20.4

５杯以上／日 1,387 237 283 160 134 2,201
4.5 4.7 4.6 4.6 5.3 4.6

不　明 374 85 95 66 62 682
1.2 1.7 1.5 1.9 2.5 1.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

38 



（４）　ウーロン茶を飲む量

累　積　線　量　群　（mSv）
飲む量 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計
ほとんど

　　飲まない 14,214 2,427 3,057 1,824 1,388 22,910
45.8 48.0 49.5 52.5 55.0 47.5

１～３杯／週 8,085 1,269 1,523 778 541 12,196
26.0 25.1 24.6 22.4 21.4 25.3

４～６杯／週 3,147 480 549 290 189 4,655
10.1 9.5 8.9 8.3 7.5 9.6

１～２杯／日 3,670 572 668 365 241 5,516
11.8 11.3 10.8 10.5 9.5 11.4

３～４杯／日 1,127 168 217 112 69 1,693
3.6 3.3 3.5 3.2 2.7 3.5

５杯以上／日 423 59 73 40 34 629
1.4 1.2 1.2 1.2 1.3 1.3

不　明 374 85 95 66 62 682
1.2 1.7 1.5 1.9 2.5 1.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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表４．２－４　　特定の業務歴に関する集計結果

（１）　特殊健康診断の受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ある 2,915 545 780 490 404 5,134
9.4 10.8 12.6 14.1 16.0 10.6

ない 25,245 4,026 4,815 2,654 1,850 38,590
81.3 79.6 77.9 76.4 73.3 79.9

わからない 1,417 210 210 84 50 1,971
4.6 4.2 3.4 2.4 2.0 4.1

不　明 1,463 279 377 247 220 2,586
4.7 5.5 6.1 7.1 8.7 5.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（２）　過去の特定業務就業歴

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

１．アスベスト
　（石綿）を扱う作業 ある 326 88 169 158 129 870

1.1 1.7 2.7 4.5 5.1 1.8

ない 30,714 4,972 6,013 3,317 2,395 47,411
98.9 98.3 97.3 95.5 94.9 98.2

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

２．粉じん作業
ある 1,162 296 551 381 321 2,711

3.7 5.8 8.9 11.0 12.7 5.6

ない 29,878 4,764 5,631 3,094 2,203 45,570
96.3 94.2 91.1 89.0 87.3 94.4

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

３．クロムを扱う作業
（クロム精錬 ある 72 16 24 13 6 131
　　メッキ作業、等） 0.2 0.3 0.4 0.4 0.2 0.3

ない 30,968 5,044 6,158 3,462 2,518 48,150
99.8 99.7 99.6 99.6 99.8 99.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

４．ニッケルを扱う
　　作業 ある 51 8 11 14 5 89
（ニッケル精錬製造、 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.2
　　　メッキ作業等）

ない 30,989 5,052 6,171 3,461 2,519 48,192
99.8 99.8 99.8 99.6 99.8 99.8

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

５．ヒ素を扱う作業
（銅、亜鉛、ヒ素等の ある 58 19 16 18 9 120
　精錬、ヒ素農薬の 0.2 0.4 0.3 0.5 0.4 0.2
　製造、等）

ない 30,982 5,041 6,166 3,457 2,515 48,161
99.8 99.6 99.7 99.5 99.6 99.8

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

６．有機溶剤を扱う
　　作業 ある 1,761 346 410 254 181 2,952
（トルエン、キシレン、 5.7 6.8 6.6 7.3 7.2 6.1
トリクロロエチレン等）

ない 29,279 4,714 5,772 3,221 2,343 45,329
94.3 93.2 93.4 92.7 92.8 93.9

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

７．ベンゼンを扱う作業
ある 142 16 22 8 6 194

0.5 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

ない 30,898 5,044 6,160 3,467 2,518 48,087
99.5 99.7 99.6 99.8 99.8 99.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

８．芳香族アミンを扱う
　　作業 ある 51 5 9 5 1 71
（染料、ゴムの製造等） 0.2 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1

ない 30,989 5,055 6,173 3,470 2,523 48,210
99.8 99.9 99.9 99.9 100.0 99.9

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

９．コークス炉での作業
ある 56 9 20 8 3 96

0.2 0.2 0.3 0.2 0.1 0.2

ない 30,984 5,051 6,162 3,467 2,521 48,185
99.8 99.8 99.7 99.8 99.9 99.8

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

１０．コールタール、
　ピッチ、アスファルト ある 152 31 48 23 9 263
　扱う作業 0.5 0.6 0.8 0.7 0.4 0.5

ない 30,888 5,029 6,134 3,452 2,515 48,018
99.5 99.4 99.2 99.3 99.6 99.5

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
就業歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

１１．その他の作業
　　　　　または不明 ある 1,046 154 201 125 100 1,626

3.4 3.0 3.3 3.6 4.0 3.4

ない 29,994 4,906 5,981 3,350 2,424 46,655
96.6 97.0 96.7 96.4 96.0 96.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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表４．２－５　　医療被ばく歴に関する集計結果

（１）　胃のレントゲン検査の受診歴(健康診断）

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ある 10,034 1,695 2,194 1,265 884 16,072
32.3 33.5 35.5 36.4 35.0 33.3

ない 20,818 3,339 3,942 2,184 1,615 31,898
67.1 66.0 63.8 62.8 64.0 66.1

不　明 188 26 46 26 25 311
0.6 0.5 0.7 0.7 1.0 0.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

（２）　病院等への受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ある 11,223 1,833 2,325 1,223 876 17,480
36.2 36.2 37.6 35.2 34.7 36.2

ない 19,042 3,101 3,664 2,128 1,557 29,492
61.3 61.3 59.3 61.2 61.7 61.1

不　明 775 126 193 124 91 1,309
2.5 2.5 3.1 3.6 3.6 2.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（３）　病院等でのレントゲン検査、核医学検査の受診歴
（診療のための検査）

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ある 7,669 1,287 1,709 924 696 12,285
24.7 25.4 27.6 26.6 27.6 25.4

ない 22,651 3,652 4,286 2,438 1,733 34,760
73.0 72.2 69.3 70.2 68.7 72.0

不　明 720 121 187 113 95 1,236
2.3 2.4 3.0 3.3 3.8 2.6

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（４）　部位別の検査の受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

１．胃、腸の検査
　　（造影剤検査） ある 3,688 631 936 532 445 6,232

11.9 12.5 15.1 15.3 17.6 12.9

ない 27,352 4,429 5,246 2,943 2,079 42,049
88.1 87.5 84.9 84.7 82.4 87.1

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

２．胸部、腹部のＣＴ検
　　査（MRIを除く） ある 1,700 268 377 226 185 2,756

5.5 5.3 6.1 6.5 7.3 5.7

ない 29,340 4,792 5,805 3,249 2,339 45,525
94.5 94.7 93.9 93.5 92.7 94.3

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

３．膀胱、腎臓の検査
（下腹部レントゲン検査） ある 369 71 85 52 42 619

1.2 1.4 1.4 1.5 1.7 1.3

ない 30,671 4,989 6,097 3,423 2,482 47,662
98.8 98.6 98.6 98.5 98.3 98.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

４．背骨のレントゲン
　　検査 ある 590 86 120 88 59 943

1.9 1.7 1.9 2.5 2.3 2.0

ない 30,450 4,974 6,062 3,387 2,465 47,338
98.1 98.3 98.1 97.5 97.7 98.0

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

５．心臓、血管の造影剤
　によるレントゲン検査 ある 308 44 79 43 35 509

1.0 0.9 1.3 1.2 1.4 1.1

ない 30,732 5,016 6,103 3,432 2,489 47,772
99.0 99.1 98.7 98.8 98.6 98.9

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

６．その他
　　 レントゲン検査 ある 3,228 541 677 307 199 4,952

10.4 10.7 11.0 8.8 7.9 10.3

ない 27,812 4,519 5,505 3,168 2,325 43,329
89.6 89.3 89.0 91.2 92.1 89.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

７．核医学検査
ある 74 11 20 13 6 124

0.2 0.2 0.3 0.4 0.2 0.3

ない 30,966 5,049 6,162 3,462 2,518 48,157
99.8 99.8 99.7 99.6 99.8 99.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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（５）　放射線治療歴

累　積　線　量　群　（mSv）
治療歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計

ある 401 82 100 66 63 712
1.3 1.6 1.6 1.9 2.5 1.5

ない 26,056 4,269 5,184 2,905 2,044 40,458
83.9 84.4 83.9 83.6 81.0 83.8

わからない 1055 118 109 30 15 1327
3.4 2.3 1.8 0.9 0.6 2.7

不　明 3,528 591 789 474 402 5,784
11.4 11.7 12.8 13.6 15.9 12.0

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
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表４．３－１　　喫煙と累積線量との関連

（１）喫煙状況

累　積　線　量　群　（mSv）
喫煙状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

喫煙者２） 22,387 3,951 4,942 2,812 2,076 36,168 交互作用３）

75.3 82.1 83.9 85.9 88.3 78.5 　ｐ=0.001

線量との関連４）

非喫煙者 7,356 863 945 463 274 9,901 　30歳未満：p<0.001
24.7 17.9 16.1 14.1 11.7 21.5 　30-39歳 ：p<0.001

　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 29,743 4,814 5,887 3,275 2,350 46,069 　60歳以上：p=0.014
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：喫煙者は、現在喫煙者数、過去喫煙者数の合計値である。
注３：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値を示す。
注４：喫煙者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が有意であ
　　　るので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別　喫煙者割合（男性）

60%

70%

80%

90%

100%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+
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（２）　喫煙開始年齢

喫煙開始 累　積　線　量　群　（mSv）
年齢２） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

20歳未満 10,543 1,870 2,213 1,283 884 16,793 交互作用３）

47.3 47.4 45.0 45.9 42.8 46.6 　ｐ=0.347

線量との関連４）

20歳以上 11,746 2,071 2,709 1,512 1,183 19,221 　ｐ<0.001
52.7 52.6 55.0 54.1 57.2 53.4

合　計 22,289 3,941 4,922 2,795 2,067 36,014
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：現在喫煙者、過去喫煙者の喫煙開始年齢である。
注３：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注４：喫煙開始年齢20歳未満の者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、
　　　交互作用は有意ではないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別
喫煙開始年齢が20歳未満の割合（男性）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+
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（３）一日あたりの喫煙本数

喫煙本数 累　積　線　量　群　（mSv）
（本／日） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

0 7,356 863 945 463 274 9,901 交互作用４）

24.9 18.0 16.2 14.3 11.8 21.6 　0,1+の2区分
　　ｐ=0.001

1-14 2,928 419 421 203 138 4,109
9.9 8.8 7.2 6.3 5.9 9.0 　0-14,15+の2区分

　　ｐ<0.001
15-24 12,505 2,157 2,728 1,465 997 19,852

42.3 45.1 46.7 45.2 42.9 43.4 　0-24,25+の2区分
　　ｐ<0.001

25+ 6,779 1,347 1,744 1,110 914 11,894
22.9 28.1 29.9 34.2 39.3 26.0 線量との関連５）

　30歳未満：p<0.001
合　計 29,568 4,786 5,838 3,241 2,323 45,756 　30-39歳 ：p<0.001

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001
　60歳以上：p=0.027

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：現在喫煙者、過去喫煙者の喫煙本数である。
注３：喫煙本数０本は非喫煙者を示す。
注４：累積線量と年齢の交互作用の有意性を示すｐ値である。
注５：喫煙本数が多い者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用
　　　が有意であるので年齢階級別にp値を示す。
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年齢階級別(男性）
喫煙本数 ０本

0%

20%

40%

60%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+

年齢階級別（男性）
喫煙本数　1-14本
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20%

40%

60%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+

年齢階級別（男性）
喫煙本数　15-24本

0%

20%

40%

60%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+

年齢階級別（男性）
喫煙本数　25本以上

0%

20%

40%

60%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+
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（４）総喫煙量（Pack・Year)   

喫煙量 累　積　線　量　群　（mSv）
<10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

0 7,356 863 945 463 274 9,901 交互作用４）

24.9 18.1 16.2 14.3 11.8 21.7 　0,0<の2区分
　　ｐ=0.001

0< - <10 7,662 966 792 274 117 9,811
26.0 20.2 13.6 8.5 5.1 21.5  <10,10+の2区分

　　ｐ<0.001
10 - <20 5,787 1,207 1,439 655 361 9,449

19.6 25.3 24.7 20.3 15.6 20.7  <20,20+の2区分
　　ｐ<0.001

20 - <30 3,639 753 1,172 722 560 6,846
12.3 15.8 20.1 22.4 24.2 15.0  <30,30+の2区分

　　ｐ=0.153
30 + 5,040 989 1,474 1,113 1,004 9,620

17.1 20.7 25.3 34.5 43.4 21.1
線量との関連５）

合　計 29,484 4,778 5,822 3,227 2,316 45,627 　30歳未満：p<0.001
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 　30-39歳 ：p<0.001

　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001
　60歳以上：p=0.008

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：喫煙量”０”は非喫煙者数を表す。
注３：喫煙量（Pack・Year）は現在喫煙者、過去喫煙者の回答から次の式で求めた
　　　Pack・Year=(一日当たりの喫煙本数）×（１ Pack／20本）×（喫煙経験年数）
注４：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注５：喫煙量が多い者の割合と累積線量と関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別にp値を示す。
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年齢階級別（男性）
Packyear　0
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累積線量群(mSv)
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年齢階級別（男性）
Packyear　<10
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年齢階級別（男性）
Packyear　10-<20
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年齢階級別（男性）
Packyear  20-<30
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年齢階級別（男性）
Packyear　30+
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表４．３－２　　飲酒と累積線量との関連

（１）　飲酒状況

累　積　線　量　群　（mSv）
飲酒状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

飲酒者２） 24,246 4,047 4,884 2,755 1,972 37,904 交互作用３）

81.5 84.0 83.3 84.0 84.8 82.3 　ｐ=0.688

非飲酒者 5,509 769 980 525 354 8,137 線量との関連４）

18.5 16.0 16.7 16.0 15.2 17.7 　ｐ=0.870

合　計 29,755 4,816 5,864 3,280 2,326 46,041
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：飲酒者は、現在飲酒者数、過去飲酒者数の合計値である。
注３：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注４：飲酒者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用は有意ではない
　　　ので全年齢のｐ値を示す。

年齢階級別（男性）　飲酒者割合
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80%

90%

100%

<10 10- 20- 50- 100+
累積線量群(mSv)

<30
30-39
40-49
50-59
60+
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（２）　飲酒開始年齢

飲酒開始 累　積　線　量　群　（mSv）
年齢２） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

20歳未満 11,600 1,908 2,216 1,161 791 17,676 交互作用３）

48.1 47.4 45.6 42.4 40.2 46.9 　ｐ=0.091

20歳以上 12,506 2,114 2,643 1,580 1,176 20,019 線量との関連４）

51.9 52.6 54.4 57.6 59.8 53.1 　ｐ=0.001

合　計 24,106 4,022 4,859 2,741 1,967 37,695
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：現在飲酒者、過去飲酒者の喫煙開始年齢である。
注３：累積線量と年齢の交互作用の有意性を示すｐ値である。
注４：飲酒開始年齢20歳未満の者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、
　　　交互作用は有意ではないので全年齢のｐ値を示す。

年齢階級別　（男性）
飲酒開始年齢が20歳未満の割合
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100%
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累積線量群(mSv)

<30
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（３）　一日平均のアルコール摂取量（エタノール換算値）

摂取量 累　積　線　量　群　（mSv）
（ｇ/日） <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

0 5,509 769 980 525 354 8,137 交互作用４）

19.9 17.1 18.0 17.4 16.5 19.0  0,0< の2区分
　　ｐ=0.551

<23 13,420 1,998 2,293 1,207 821 19,739
48.4 44.5 42.1 40.0 38.3 46.1  <23,23+の2区分

　　ｐ<0.001
23-69 6,273 1,179 1,463 816 626 10,357

22.6 26.2 26.9 27.1 29.2 24.2  <69,69+の2区分
　　ｐ<0.001

69+ 2,530 546 709 466 343 4,594
9.1 12.2 13.0 15.5 16.0 10.7 線量との関連５）

　30歳未満：p<0.001
合　計 27,732 4,492 5,445 3,014 2,144 42,827 　30-39歳 ：p<0.001

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p=0.003
　60歳以上：p=0.501

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：飲酒量”０”は非飲酒者数を表す。
注３：アルコール摂取量（エタノール換算値）は現在飲酒者、過去飲酒者から求めた。
    酒別摂取量＝（年間の飲酒回数）×（飲酒量／回）×（お酒種別アルコール換算値）
 　 　お酒毎に年間の酒別摂取量を求め、その合計値から一日平均アルコール摂取量
    を求めた。
    清酒１合に含まれるエタノール量を23ｇとして、お酒の種類別のエタノール量を
　　下記のように換算した。
    清酒１合＝ビール大瓶１本＝洋酒ｼﾝｸﾞﾙ２杯＝ワイングラス２杯＝焼酎コップ２杯
注４：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注５：アルコール摂取量の多い者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、
　　　交互作用が有意であるので年齢階級別にp値を示す。
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年齢階級別（男性）
アルコール摂取量　0 g/日
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年齢階級別（男性）
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年齢階級別（男性）
アルコール摂取量　23-69 g/日
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表４．３－３　お茶等の摂取と累積線量との関連

（１）　日本茶（緑茶）

累　積　線　量　群　（mSv）
嗜好状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

飲む 25,153 4,171 5,142 2,900 2,112 39,478 交互作用２）

82.0 83.8 84.5 85.1 85.8 82.9 　ｐ=0.037

線量との関連３）

飲まない 5,513 804 945 509 350 8,121 　30歳未満：p=0.031
18.0 16.2 15.5 14.9 14.2 17.1 　30-39歳 ：p=0.401

　40-49歳 ：p=0.696
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 30,666 4,975 6,087 3,409 2,462 47,599 　60歳以上：p=0.778
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：日本茶を飲む者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別（男性）　日本茶を飲む者の割合
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（２）　紅茶　

累　積　線　量　群　（mSv）
嗜好状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

飲む 10,254 1,393 1,492 713 394 14,246 交互作用２）

33.4 28.0 24.5 20.9 16.0 29.9 　ｐ=0.725

線量との関連３）

飲まない 20,412 3,582 4,595 2,696 2,068 33,353 　p<0.001
66.6 72.0 75.5 79.1 84.0 70.1

合　計 30,666 4,975 6,087 3,409 2,462 47,599
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：紅茶を飲む者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用は
　　　有意ではないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別（男性）　紅茶を飲む者の割合
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（３）　コーヒー　

累　積　線　量　群　（mSv）
嗜好状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

飲む 26,061 4,223 5,144 2,818 1,973 40,219 交互作用２）

85.0 84.9 84.5 82.7 80.1 84.5 　ｐ=0.003

線量との関連３）

飲まない 4,605 752 943 591 489 7,380 　30歳未満：p=0.032
15.0 15.1 15.5 17.3 19.9 15.5 　30-39歳 ：p=0.154

　40-49歳 ：p=0.001
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 30,666 4,975 6,087 3,409 2,462 47,599 　60歳以上：p=0.032
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：コーヒを飲む者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別（男性）　コーヒーを飲む者の割合
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（４）　ウーロン茶

累　積　線　量　群　（mSv）
嗜好状況 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

飲む 16,452 2,548 3,030 1,585 1,074 24,689 交互作用２）

53.6 51.2 49.8 46.5 43.6 51.9 　p=0.159

線量との関連３）

飲まない 14,214 2,427 3,057 1,824 1,388 22,910 　p=0.686
46.4 48.8 50.2 53.5 56.4 48.1

合　計 30,666 4,975 6,087 3,409 2,462 47,599
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：ウーロン茶を飲む者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用
　　　は有意ではないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別（男性）　ウーロン茶を飲む者の割合
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表４．３－４　　特定の業務歴と累積線量との関連

（１）特殊検診受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 2,915 545 780 490 404 5,134 交互作用２）

10.4 11.9 13.9 15.6 17.9 11.7 　ｐ=0.080

線量との関連３）

ない 25,245 4,026 4,815 2,654 1,850 38,590 　ｐ<0.001
89.6 88.1 86.1 84.4 82.1 88.3

合　計 28,160 4,571 5,595 3,144 2,254 43,724
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：受診者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用は有意では
　　　ないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別（男性）　特殊検診受診者の割合
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（２）　過去の特定業務就業歴

累　積　線　量　群　（mSv）
業務歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 3,515 670 943 621 504 6,253 交互作用２）

11.3 13.2 15.3 17.9 20.0 13.0 　ｐ=0.012

線量との関連３）

ない 27,525 4,390 5,239 2,854 2,020 42,028 　30歳未満：p<0.001
88.7 86.8 84.7 82.1 80.0 87.0 　30-39歳 ：p<0.001

　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281 　60歳以上：p=0.027
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：業務歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別のp値を示す。

年齢階級別（男性）
　有害業務の就業歴者の割合
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表４．３－５　医療被ばく歴と累積線量との関連

（１）　胃のレントゲン検査受診歴（健康診断時）

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 10,034 1,695 2,194 1,265 884 16,072 交互作用２）

32.5 33.7 35.8 36.7 35.4 33.5 　ｐ<0.001

線量との関連３）

ない 20,818 3,339 3,942 2,184 1,615 31,898 　30歳未満：p=0.163
67.5 66.3 64.2 63.3 64.6 66.5 　30-39歳 ：p=0.013

　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 30,852 5,034 6,136 3,449 2,499 47,970 　60歳以上：p<0.001
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：受診歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用
　　　が有意であるので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別（男性）　胃レントゲン検査受診者の割合
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（２）　病院等への受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 11,223 1,833 2,325 1,223 876 17,480 交互作用２）

37.1 37.2 38.8 36.5 36.0 37.2 　ｐ=0.009

線量との関連３）

ない 19,042 3,101 3,664 2,128 1,557 29,492 　30歳未満：p=0.321
62.9 62.8 61.2 63.5 64.0 62.8 　30-39歳 ：p<0.001

　40-49歳 ：p<0.001
　50-59歳 ：p<0.001

合　計 30,265 4,934 5,989 3,351 2,433 46,972 　60歳以上：p<0.001
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：受診歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別（男性）　通院歴のある者の割合
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（３）　病院等でのレントゲン、核医学検査受診歴（診療のための検査）

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 7,669 1,287 1,709 924 696 12,285 交互作用２）

25.3 26.1 28.5 27.5 28.7 26.1 　ｐ=0.045

線量との関連３）

ない 22,651 3,652 4,286 2,438 1,733 34,760 　30歳未満：p=0.555
74.7 73.9 71.5 72.5 71.3 73.9 　30-39歳 ：p=0.985

　40-49歳 ：p=0.035
　50-59歳 ：p=0.001

合　計 30,320 4,939 5,995 3,362 2,429 47,045 　60歳以上：p<0.001
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：受診歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用が
　　　有意であるので年齢階級別にp値を示す。

年齢階級別（男性）
　レントゲン検査　核医学検査受診歴のある者の割合
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（４）　部位別のレントゲン、核医学検査受診歴

累　積　線　量　群　（mSv）
受診歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 7,587 1,277 1,719 928 706 12,217 交互作用２）

24.4 25.2 27.8 26.7 28.0 25.3 　ｐ=0.095

線量との関連３）

ない 23,453 3,783 4,463 2,547 1,818 36,064 　p<0.001
75.6 74.8 72.2 73.3 72.0 74.7

合　計 31,040 5,060 6,182 3,475 2,524 48,281
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：受診歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用は
　　　有意ではないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別（男性）
　部位別のレントゲン、核医学検査の受診歴者の割合
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（５）　放射線治療歴

累　積　線　量　群　（mSv）
治療歴 <10 10- 20- 50- 100+ 合　計 解析結果

有り 401 82 100 66 63 712 交互作用２）

1.5 1.9 1.9 2.2 3.0 1.7 　ｐ=0.981

線量との関連３）

ない 26,056 4,269 5,184 2,905 2,044 40,458 　ｐ=0.002
98.5 98.1 98.1 97.8 97.0 98.3

合　計 26,457 4,351 5,284 2,971 2,107 41,170
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注１：表中の上段の数値は男性の回答者数、下段の数値は各線量群内の割合（％）を示す。
注２：累積線量と年齢との交互作用の有意性を示すｐ値である。
注３：治療歴のある者の割合と累積線量との関連の有意性を示すｐ値であり、交互作用は
　　　有意ではないので全年齢のp値を示す。

年齢階級別（男性）
　放射線治療歴者の割合
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 資料（２） アンケート票の集計上の取り扱いに関する主な事項について 
1. たばこについて 
 集計上の取り扱い事項 

問 1に回答のある場合 ○ 問 1 に回答があっても、どれを選択したのか判 
断できない場合等には、問 1を「不明」として集
計した。 

 

問 1 
  

問 1に回答のない場合 ○ 問 1-1,問 1-2 の両方あるいはいずれかに回答が 
あれば、問 1を「１．現在、すっている」として
集計した。 

○ 問 1-3,問 1-4,問 1-5の全てあるいはいずれかに回
答があれば、問 1 を「2．以前、すっていたが、
今はやめている」として集計した。 

○ 問 1-1～問 1-5 の全てあるいはいずれかに回答が
あっても、判断できない場合には問 1を「不明」
とした。 

 
問 1-１ 
 
 
 

○ 10 歳以下の年齢が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 1-2 
 

○ 101本以上の本数が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 記入された本数が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 1-3 
 

○ 10 歳以下の年齢が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 問 1-4の回答年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と
考え「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 1-4 ○ 10 歳以下の年齢が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 問 1-3の回答年齢よりも、低い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と
考え「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 1-5 ○ 101本以上の本数が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 記入された本数が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
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 集計上の取り扱い事項 
総喫煙量 
 
 
 
 

Pack・Year 
 =(一日当たりの喫煙本数）×（１ Pack／20本）×（喫煙経験年数） 
    
喫煙経験年数は、 
現在喫煙者の場合には、問1-1の喫煙開始年齢、および平成10年4月1日時
点の年齢から求めた。 
過去喫煙者の場合には、問1-3,1-4に回答のあった年齢から求めた。 
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２．お酒について 
 集計上の取り扱い事項 

問 2に回答のある場合 ○ 問 2に回答があっても、いずれを選択したのか判
断できない等の場合には、問 2を「不明」として
集計した。 

 

問２ 

問 2に回答のない場合 ○ 問 2-1のみ、あるいは問 2-1,問 2-4の両方に回答
があれば、問 2を「１．飲んでいる」として集計
した。 

 
○ 問 2-2,問 2-3,問 2-4の全てあるいはいずれかに回
答があれば、問 2 を「2．以前、飲んでいたが、
今は飲んでいない」として集計した。 

  但 し、問 2-4 のみに回答がある場合 
には「不明」として集計した。 

 
○ 問 2-1～問 2-4 の全てあるいはいずれかに回答が
あっても、判断できない場合には問 2を「不明」
とした。 

 
問 2-1 
 

○ 10 歳以下の年齢が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した。 

○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 2-2 ○ 10 歳以下の年齢が記入されている場合、異常値と考え「不明」として集計
した 

○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 問 2-3の回答年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と
考え「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
 

問 2-3 ○ 回答者の年齢よりも、高い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と考え
「不明」として集計した。 

○ 問 2-2の回答年齢よりも、低い年齢が記入されている場合、論理的矛盾値と
考え「不明」として集計した。 

○ 記入された年齢が判読しにくい等の場合、「不明」として集計した。 
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 集計上の取り扱い事項 

現在飲酒者、過去飲酒者で、 
全てのお酒について、(1)に回
答のない場合 

○ 回数は「不明」として集計した。 問２-4 
 (1)回数 

現在飲酒者、過去飲酒者で、 
１種類以上のお酒について、
(1)回数と(2)量の両方に回答の
ある場合。 
 

○ 回答のない“お酒の種類”の回数は「1.ほ
とんど（まったく）飲まない」として集計
した。 

 
○ 回答が判断できない等の場合、回数は「不
明」として集計した。 

 
現在飲酒者、過去飲酒者で、 
全てのお酒について、(2)に回
答のない場合 

○ 量は「不明」として集計した。 問 2-4 
 (2)量 

現在飲酒者、過去飲酒者で、 
１種類以上のお酒について、
(1)回数と(2)量の両方に回答の
ある場合 

○ 回答のない“お酒の種類”の飲む量は「不
明」として集計した。 

 
○ 回答が判断できない等の場合、飲む量は「不
明」として集計した。 

 
アルコー
ル摂取量 
 

現在飲酒者、過去飲酒者のアルコール摂取量（エタノール換算値）は、 
お酒の種類毎に、次の式で求めた。 
 
 お酒の種類別アルコール摂取量 
 ＝（１年間の飲酒回数）×（飲酒量／回）×（お酒のアルコール換算値） 
  
(ア)日本酒～（オ）焼酎の酒別アルコール摂取量を求め、その合計値から 
年間の１日平均アルコール摂取量を求めた。 
 
また、計算にあたり、飲酒回数、飲む量、およびお酒のアルコール換算値に

ついては、以下のとおりとした。 
（１）１年間の飲酒回数は、 
  ほとんど（まったく）飲まない＝年に２日 
  月に１～３日        ＝月に２日 
  週に１～３日        ＝週に２日 
  週に４～５日        ＝週に５日 
  毎日            ＝毎日 
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 集計上の取り扱い事項 
アルコー
ル摂取量 
 

（２）１回当たりの飲酒量は 
  
 （ 日本酒 ）  １合以下  ＝0.5合 
          ２合～４合 ＝３合 
          ５合以上  ＝５合 
          無回答   ＝０合 

 
 （ ビール ） 大ビン １本以下  ＝0.5本 
             ２本～４本 ＝３本 
             ５本以上  ＝５本 

              無回答   ＝０合 
 
 （ 洋 酒 ）  ｼﾝｸﾞﾙ１杯以下  ＝0.5杯 
          ｼﾝｸﾞﾙ２杯～４杯 ＝３杯 
          ｼﾝｸﾞﾙ５杯以上  ＝５杯 
          無回答      ＝０杯 
 
 （ ワイン ）  グラス１杯以下  ＝0.5杯 
           グラス２杯～４杯 ＝３杯 
          グラス５杯以上  ＝５杯 
          無回答      ＝０杯 
 
（ 焼 酎 ）   コップ１杯以下  ＝0.5杯 
           コップ２杯～４杯 ＝３杯 
          コップ５杯以上  ＝５杯 
          無回答      ＝０杯 
 

 
（３）お酒のアルコール換算値 
 
    日本酒１合に含まれるエタノール量を23ｇとした。 
   
  お酒の種類別の換算は 
    日本酒１合＝ビール大瓶１本 
       ＝洋酒ｼﾝｸﾞﾙ２杯 
       ＝ワイン グラス２杯 
       ＝焼酎 コップ２杯 
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３．お茶について 
 集計上の取り扱い事項 
問 3 
  

○ いずれかの飲み物に回答している場合、回答していない“飲み物”は、「１．
ほとんど（まったく）飲まない」として集計した。 

○ 全ての飲み物に回答していない、あるいは回答が判断できない等の場合、
「不明」として集計した。 

 
 
 
 
 
４．職業について 
 集計上の取り扱い事項 

問 4に回答のある場合 ○ 問 4 に回答があっても、「1.ある」、「2.な
い」、「3.わからない」のいずれとも判断で
きない等の場合には、問 4 を「不明」と
して集計した。 

 

問４ 
  
 

問 4に回答のない場合 ○ 問 4-1に回答がなければ、「不明」として
集計した。 

○ 問 4-1 に回答があれば、問 4 を「１．あ
る」として集計した。 

 
 
問４-1 
 
 

 
○問 4の回答内容に拘わらず、業務別に回答の有無を集計した。 
 但し、問 4で「1.ある」を回答し問 4-1 が無回答の場合には、問 4-1 は「11.
その他の作業、または不明」として集計した。 
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５．レントゲン検査や放射線治療について 
 集計上の取り扱い事項 
問５ ○問 5 に回答のない場合、並びに「1.ある」、「2.ない」のいずれとも判 

断できない等の場合には「不明」として集計した。 
 

問６ ○ 原則として、問 6-1,問 6-2の回答内容に拘わらず、「1.ある」、「2.ない」につ
いて集計した。 

  但し問 6 に回答のない場合、並びに「1.ある」、「2.ない」のいずれとも判 
断できない等の場合には「不明」として集計した。 

 
問６-1 ○ 原則として、問 6,問 6-2の回答内容に拘わらず、「1.ある」、「2.ない」につい

て集計した。 
  但し、問６で「2.ない」を回答し、かつ問 6-1で無回答である者について 
は、問 6-1を「2.ない」として集計した。 

 
問６-2 
 
 

○ 問 6,問 6-1の回答内容に拘わらず、検査項目別に回答の有無について集計し
た。 

 
問 7 
  
 

○問７に回答のない場合、並びに「1.ある」、「2.ない」、「3.わからない」のい
ずれとも判断できない等の場合には「不明」として集計した。 
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